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｜
教
学
入
門
｜
【
３
】
一
念
三
千
と
十
界
互
具 

 

本
文
中
の
空
欄
に
語
群
か
ら
選
ん
で
適
切
な
言
葉
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

①
一
念
と
三
千 

（ 

一
念
三
千 

）
は
、
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
の
御
本
尊
を
図
顕
さ
れ
た
理
論
的
支
柱
の
一
つ
で
す
。 

私
た
ち
の
瞬
間
瞬
間
の
生
命
を
、
（ 

一
念 

）
と
呼
び
、
三
千
と
は
諸
法
の
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
ご
と
や
働
き

を
言
い
ま
す
。
こ
の
一
念
に
三
千
の
諸
法
が
あ
ま
ね
く
広
が
る
こ
と
を
説
い
た
の
が
（ 

一
念
三
千 

）
の
法
理
で
す
。 

自
身
の
一
念
が
変
わ
れ
ば
自
分
を
取
り
巻
く
（ 

環
境 

）
も
変
わ
り
、
世
界
を
も
変
え
て
い
け
る
と
い
う
希
望
の
哲
学
で

す
。
池
田
先
生
は
こ
の
哲
学
を
「
一
人
の
人
間
に
お
け
る
偉
大
な
（ 

人
間
革
命 

）
は
、
や
が
て
一
国
の
（ 

宿
命 

）
の

転
換
を
も
成
し
遂
げ
、
さ
ら
に
全
人
類
の
宿
命
を
も
可
能
に
す
る
」
と
表
現
し
ま
し
た
。 

 

②
一
念
三
千
の
構
成 

三
千
と
は
（ 

十
界
互
具 

）×

（ 

十
如
是 
）×
（ 

三
世
間 

）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
１
）
十
界
互
具 

十
界
互
具
と
は
、
（ 

十
界 

）
の
お
の
お
の
の
生
命
に
（ 
十
界 

）
が
具
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
十
界
の
い
か
な
る
衆

生
も
（ 

仏
界 

）
を
顕
し
成
仏
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

（
２
）
十
如
是 

十
界
の
ど
の
よ
う
な
衆
生
・
環
境
も
等
し
く
（ 

十
如
是 

）
を
備
え
て
い
る
。
十
如
是
は
生
命
境
涯
の
（ 

因
果 

）
の
法

則
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
３
）
三
世
間 

世
間
と
は
、
差
異
・
違
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
三
世
間
と
は
、
（ 

五
陰 

）
世
間
、
（ 
衆
生 

）
世
間
、
（ 

国
土 

）
世

間
を
い
い
ま
す
。 

三
世
間
の
法
理
か
ら
、
（ 

五
陰 

）
が
変
わ
れ
ば
衆
生
も
国
土
も
変
わ
り
ま
す
。 

 

③
凡
夫
成
仏
・
即
身
成
仏 

凡
夫
の
身
に
、
仏
と
い
う
最
高
の
人
間
性
を
開
き
現
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
大
聖
人
の
成
仏
観
で
あ
り
、
こ
う
し
た
成
仏

を
（ 

即
身
成
仏 

）
ま
た
は
（ 

凡
夫
成
仏 

）
と
い
い
ま
す
。 

 

御
書
に
「
成
と
は
（ 

開
く 

）
義
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
成
仏
と
は
仏
に
「
な
る
」
の
で
は
な
く
、
凡
夫
の
身
の
ま
ま
に 

仏
の
生
命
を
（ 

開
く 

）
こ
と
で
す
。 

『
我
等
こ
の
（ 

本
尊 

）
を
信
受
し
、
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
と
唱
え
奉
れ
ば
、
我
が
身
即
ち
一
念
三
千
の
本
尊
、
連
祖

聖
人
な
り
』
と
あ
る
と
お
り
、
御
本
尊
を
信
受
し
広
宣
流
布
を
貫
け
ば
胸
中
に
（ 

日
蓮
大
聖
人 

）
と
同
じ
仏
の
生
命
が

涌
現
で
き
る
の
で
す
。 

 

④
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃 

心
身
を
悩
ま
す
心
の
働
き
を
（ 

煩
悩 

）
と
い
い
ま
す
。 

煩
悩
に
覆
わ
れ
た
苦
悩
の
身
が
、
そ
の
ま
ま
菩
提
の
智
慧
に
輝
く
自
在
の
身
と
な
る
と
の
法
理
を
（ 

煩
悩
即
菩
提 

）
と

い
い
ま
す
。 

御
本
尊
を
信
じ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
て
い
け
ば
、
生
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
苦
し
み
の
境
涯
に
あ
る
生
命
に
、

仏
の
悟
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
涅
槃
を
開
き
顕
し
て
い
け
る
こ
と
を
（ 

生
死
即
涅
槃 

）
と
い
い
ま
す
。 
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※
次
の
文
章
は
十
如
是
の
ど
れ
を
説
明
し
て
い
ま
す
か
？
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

表
面
に
現
れ
て
絶
え
間
な
く
移
り
変
わ
る
形
や
様
相  

 

如
是
（ 

相 

） 

内
に
あ
っ
て
一
貫
し
て
い
る
性
質
や
性
分 

 
 

 

如
是
（ 

性 

） 

相
や
性
を
備
え
た
主
体 

 
 

 
 

 

如
是
（ 

体 

） 

内
在
し
て
い
る
力
、
潜
在
的
能
力 

 
 

 
 

如
是
（ 

力 

） 

内
在
し
て
い
る
力
が
外
界
に
現
れ
て
他
に
も
働
き
か
け
る
作
用 

如
是
（ 

作 

） 

内
在
し
て
い
て
結
果
を
生
み
出
す
直
接
的
な
原
因 

 
 

如
是
（ 

因 

） 

外
か
ら
「
因
」
に
働
き
か
け
て
結
果
へ
と
導
く
補
助
的
要
因 

 

如
是
（ 

縁 

） 

因
に
縁
が
和
合
し
て
内
面
に
生
じ
る
結
果 

 
 

 

如
是
（ 

果 

） 

果
が
外
に
現
れ
出
た
報
い  

 
 

 
 

如
是
（ 

報 

） 

相
か
ら
報
ま
で
の
九
如
是
が
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
様 

 

如
是
（ 

本
末
究
竟
等 

） 

 

※
次
の
成
仏
に
つ
い
て
の
説
明
に
つ
い
て
相
応
し
い
言
葉
を
空
欄
に
埋
め
な
さ
い
。 

 

凡
夫
の
身
に
、
仏
と
い
う
最
高
の
人
間
性
を
開
き
現
す
こ
と
が
で
き
る 

（ 

即
身 

）
成
仏 

ま
た
は
（ 

凡
夫 

）
成
仏 

誰
も
が
一
生
の
う
ち
に
成
仏
で
き
る 

 
 

 

（ 

一
生 

）
成
仏 

 

※
一
念
三
千
に
関
す
る
次
の
文
章
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×

を
つ
け
な
さ
い
。 

 

（ 

○ 

）
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
れ
最
高
の
生
命
で
あ
る
仏
界
を
具
え
て
い
る
。 

（ 
×
 

）
人
間
の
生
命
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
状
態
は
厳
格
で
峻
別
さ
れ
て
い
る
た
め
、
生
命
境
涯
を
変
革
す
る
た
め
に
は 

生
死
を
何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
歴
劫
修
行
を
積
む
必
要
が
あ
る
。 

（ 

○ 

）
十
界
の
ど
の
衆
生
で
あ
っ
て
も
正
し
い
縁
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
仏
界
を
あ
ら
わ
し
て
成
仏
で
き
る
。 

（ 

○ 

）
十
如
是
で
説
明
し
て
い
る
生
命
境
涯
の
因
果
の
法
則
は
十
界
い
ず
れ
で
も
共
通
で
あ
る
の
で
十
界
の
い
ず
れ 

の
衆
生
で
あ
っ
て
も
仏
界
の
縁
に
触
れ
れ
ば
仏
界
を
涌
現
で
き
る
。 

 

※
幸
福
境
涯
の
確
立
に
関
す
る
次
の
文
章
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×
を
つ
け
な
さ
い
。 

 

（ 
×
 

）
成
仏
と
は
日
常
に
苦
悩
す
る
凡
夫
に
は
具
わ
っ
て
い
な
い
、
卓
越
し
た
仏
の
境
地
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。 

（ 

○ 

）
即
身
成
仏
と
は
、
衆
生
が
九
界
の
凡
夫
の
身
を
改
め
る
こ
と
な
く
、
仏
の
境
涯
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。 

（ 
×
 

）
極
悪
人
の
成
仏
に
は
善
人
に
、
女
人
成
仏
に
は
男
性
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

（ 
×
 

）
過
去
世
の
罪
業
の
軽
重
に
よ
っ
て
は
来
世
ま
で
修
行
し
な
け
れ
ば
成
仏
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。 

（ 

○ 

）
大
聖
人
が
顕
さ
れ
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
御
本
尊
を
信
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誰
も
が
仏
界
を
涌
現
で
き
る
。 

（ 
×
 

）
成
仏
す
る
た
め
に
は
苦
悩
の
原
因
で
あ
る
煩
悩
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

（ 

○ 

）
本
来
誰
も
が
持
っ
て
い
る
仏
の
生
命
を
涌
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
も
も
れ
な
く
幸
福
境
涯
を
確
立
で
き
る
。 

（ 

○ 

）
自
身
の
内
な
る
仏
界
と
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

（ 
×
 

）
涅
槃
と
は
修
行
を
積
ん
だ
凡
夫
が
死
後
に
得
ら
れ
る
境
涯
の
こ
と
で
あ
る
。 


